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参
加
を
拡
大
し
、
国
民
の
声
を
国
会
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
支
持
を
獲
得
し
て

い
る
と
論
じ
た
（
参
考
文
献
②
）。
確

か
に
民
意
反
映
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
多
様
化

は
大
き
な
変
化
で
あ
り
、
少
な
く
と
も

国
民
の
消
極
的
支
持
は
獲
得
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
国
会
機

能
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
意
見

を
国
会
の
議
論
に
反
映
さ
せ
た
だ
け
で

何
ら
か
の
応
答
が
な
け
れ
ば
、
逆
に
体

制
へ
の
信
頼
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ

る
。
つ
ま
り
「
ガ
ス
抜
き
」
は
短
期
的

に
有
効
で
あ
っ
て
も
、
国
民
の
支
持
を

獲
得
し
か
つ
長
期
に
維
持
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

蒲
島
は
、「
政
府
が
政
治
参
加
を
通

し
て
伝
達
さ
れ
る
市
民
の
選
好
に
順
応

的
に
反
応
す
る
と
き
、
ま
た
市
民
が
参

加
を
通
し
て
国
家
と
一
体
感
を
も
っ
た

と
き
政
治
シ
ス
テ
ム
は
安
定
す
る
」
と

述
べ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。
こ
れ

は
政
治
体
制
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
当

　

ラ
オ
ス
人
民
革
命
党
は
一
九
七
五
年

の
政
権
樹
立
以
降
、
約
四
〇
年
間
独
裁

体
制
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は

強
固
な
党
＝
国
家
体
制
を
維
持
し
な
が

ら
も
、
経
済
・
社
会
状
況
の
変
化
に
柔

軟
に
適
応
し
国
民
の
不
満
を
緩
和
し
て

き
た
こ
と
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
人
民
革

命
党
は
暴
力
装
置
を
独
占
す
る
唯
一
の

権
力
機
関
で
あ
り
、
体
制
維
持
の
た
め

に
は
暴
力
や
抑
圧
的
手
段
の
行
使
を
い

と
わ
な
い
。
し
か
し
多
く
の
独
裁
（
権

威
主
義
）
体
制
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
暴
力
や
抑
圧
だ
け
で
は
独
裁
体
制

を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
体
制
を

安
定
的
に
維
持
す
る
に
は
国
民
の
積
極

的
／
消
極
的
支
持
獲
得
が
必
要
不
可
欠

な
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
③
④
）。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め

人
民
革
命
党
は
近
年
、
国
会
を
国
民
の

支
持
獲
得
機
関
の
ひ
と
つ
と
し
て
活
用

し
始
め
た
。
筆
者
は
以
前
拙
稿
で
、
党

が
国
会
と
選
挙
を
通
じ
て
国
民
の
政
治

て
は
ま
る
議
論
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
独

裁
者
が
国
民
か
ら
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
提

供
す
る
か
が
、
支
持
獲
得
に
と
っ
て
重

要
な
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
③
⑥
）。

　

で
は
、
ラ
オ
ス
の
国
会
は
ど
の
よ
う

な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
機
能
を
も
ち
国
民
の

イ
ン
プ
ッ
ト
に
応
答
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
本
稿
で
は
人
民
革
命
党
が
国
会

を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
国
民
の
支
持
獲

得
に
努
め
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
国
会
活
用
の
背
景

　

ラ
オ
ス
は
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
市

場
経
済
化
を
本
格
化
し
、
特
に
一
九
九

六
年
以
降
は
二
〇
二
〇
年
に
最
貧
国
を

脱
却
す
る
と
い
う
国
家
目
標
を
掲
げ
経

済
発
展
に
邁
進
し
て
き
た
。
そ
し
て
二

〇
〇
六
年
か
ら
は
年
率
八
％
前
後
の
成

長
を
遂
げ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
経
済
発
展
に
と
も
な
い
汚

職
や
経
済
格
差
、
ま
た
土
地
紛
争
な
ど

が
拡
大
し
国
民
の
不
満
も
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
人
民
革
命
党
は
、

二
〇
〇
一
年
三
月
の
第
七
回
党
大
会
に

お
い
て
国
会
議
員
と
国
民
の
密
接
な
関

係
を
構
築
す
る
と
の
方
針
を
掲
げ
（
参

考
文
献
⑦
）、
二
〇
〇
三
年
五
月
に
憲

法
を
改
正
し
国
会
の
位
置
づ
け
を
変
更

し
た
。

　

一
九
九
一
年
憲
法
は
国
会
を
人
民
の

代
表
機
関
で
あ
り
（
第
四
条
）、
国
家

の
基
本
的
問
題
を
決
定
す
る
立
法
機
関

（
第
三
九
条
）
と
定
め
て
い
た
（
参
考

文
献
⑪
）。
一
方
二
〇
〇
三
年
改
正
憲

法
で
は
、
国
会
は
立
法
機
関
に
加
え
て

「
諸
民
族
人
民
の
権
利
と
利
益
の
代
表

機
関
」（
第
五
二
条
）
と
な
り
（
参
考

文
献
⑨
）、
国
会
が
誰
を
代
表
し
ま
た

何
を
代
表
す
る
の
か
位
置
づ
け
と
役
割

が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
降
、
党
は
徐
々
に
国
会
改
革
を
行

い
、
二
〇
〇
五
年
に
国
民
の
権
利
と
利

益
を
守
る
た
め
の
具
体
的
な
制
度
と
し

て
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
不
服
申
立
て
制
度

を
構
築
す
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
二
つ

の
制
度
に
つ
い
て
み
よ
う
。

●
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
は
国
会
会
期
中
に

設
置
さ
れ
る
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
ｅ
メ

ー
ル
、
私
書
箱
を
通
じ
て
、
国
民
が
国

会
に
対
し
て
自
由
に
意
見
を
表
明
す
る
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こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
当
初
は
、

国
会
審
議
中
の
法
案
や
問
題
に
対
す
る

意
見
聴
取
を
想
定
し
て
導
入
さ
れ
た
が
、

実
際
に
は
土
地
問
題
、
汚
職
問
題
、
環

境
問
題
、
裁
判
の
不
正
に
つ
い
て
の
訴

え
、
学
校
や
病
院
建
設
要
請
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
国
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　

そ
し
て
議
員
も
国
民
の
こ
の
よ
う
な

声
を
背
景
に
、
国
会
で
政
府
に
対
し
て

厳
し
い
質
問
を
投
げ
か
け
始
め
た
。
議

員
は
中
央
か
地
方
ど
ち
ら
の
ノ
ミ
ネ
ー

ト
か
、
ま
た
地
元
出
身
か
ど
う
か
に
関

係
な
く
、
国
政
や
選
挙
区
の
問
題
を
国

会
で
と
り
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
議
員
は
中
央
国
家
機
関
に
所
属

し
国
家
選
挙
委
員
会
か
ら
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
選
挙
区
を
割
り
当
て
ら
れ
る
中
央

候
補
者
と
、
地
方
機
関
に
所
属
し
地
方

選
挙
委
員
会
か
ら
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る

地
方
候
補
者
に
わ
か
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
選
挙
区
と
は
関
係
が
薄
い
議
員
が

選
挙
区
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
反
対
に

中
央
と
関
係
が
薄
い
議
員
が
国
政
問
題

を
と
り
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
議
員
は
国
民
と
選

挙
区
の
代
表
と
い
う
二
重
の
代
表
性
を

帯
び
、
国
民
の
代
弁
者
と
な
っ
た
。

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ
の
対
応
方
法
は
大

き
く
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
会
期
中
に

配
布
さ
れ
る
意
見
リ
ス
ト
を
基
に
、
議

員
が
重
要
と
思
わ
れ
る
問
題
を
審
議
の

場
で
と
り
あ
げ
、
政
府
関
係
機
関
に
問

題
解
決
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
様

子
は
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
報
道
さ
れ
る

た
め
、
国
民
は
問
題
へ
の
政
府
対
応
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
の

第
六
期
第
二
回
国
会
で
ト
ー
ン
バ
ン
公

安
大
臣（
当
時
）が
、
警
察
が
不
適
切
な

車
両
検
問
に
よ
り
罰
金
を
徴
収
し
て
い

る
と
い
う
国
民
の
意
見
に
対
し
て
答
弁

を
行
っ
た
。
大
臣
は
警
察
で
あ
っ
て
も

違
法
行
為
は
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な

り
、
適
切
な
対
応
を
と
る
よ
う
指
示
し

た
と
述
べ
た（V

ientiane T
im

es, D
e-

cem
ber 15, 2006

）。
こ
れ
は
全
国
的

に
も
関
心
が
高
い
問
題
で
あ
る
た
め
大

臣
が
す
ぐ
に
回
答
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
は
、
国
会
事
務
局
が
集
約
し
た

意
見
を
政
府
官
房
経
由
で
関
係
各
機
関

に
送
り
、
問
題
解
決
を
要
請
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
国
会
議
員
は
配
布
さ

れ
た
意
見
リ
ス
ト
を
基
に
、
選
挙
区
の

問
題
が
対
応
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
。
し
か
し
一
回

の
会
議
で
数
百
件
の
意
見
や
不
満
が
寄

せ
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
す
べ
て
に
対
し

て
行
政
機
関
が
対
応
し
、
議
員
が
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
の
は
事
実
上
不
可
能

で
あ
る
。
実
際
は
以
上
の
よ
う
に
重
要

な
問
題
や
国
民
の
関
心
が
高
い
問
題
だ

け
が
と
り
あ
げ
ら
れ
対
応
さ
れ
て
き
た
。

　

し
た
が
っ
て
国
民
の
間
に
は
、
自
身

が
提
起
し
た
問
題
が
な
か
な
か
対
応
さ

れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
徐
々
に

募
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
国
会

は
国
民
か
ら
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
対
す
る

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
し

始
め
る
。
ヴ
ィ
セ
ー
ト
国
会
事
務
局
長

は
、
対
応
の
遅
さ
と
と
も
に
結
果
が
国

民
に
通
知
さ
れ
な
い
と
い
う
問
題
も
あ

り
、
人
々
が
質
問
の
回
答
を
確
実
に
得

ら
れ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
構
築
が
必
要
に

な
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る

（V
ientiane T

im
es, July 5, 2012

）。

　

具
体
的
に
は『Phouthen Pasaxon

』

（『
人
民
代
表
』
と
い
う
国
会
発
行
の
新

聞
）
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
、
国
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に

対
す
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
回
答
を
普
及
し

始
め
た
。
た
と
え
ば
『
人
民
代
表
』
第

四
四
号
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
二
～

一
八
日
付
）
に
は
、
第
七
期
第
三
回
国

会
（
二
〇
一
二
年
六
月
～
七
月
）
中
に

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た

労
働
・
社
会
福
祉
省
へ
の
意
見
・
質
問

に
対
す
る
同
省
の
回
答
が
掲
載
さ
れ
た
。

断
片
的
な
形
で
は
な
く
、
質
問
と
回
答

の
詳
細
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
初

め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

回
答
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
傷
病
兵

へ
の
給
付
金
や
手
当
て
、社
会
保
険
、中

国
＝
ラ
オ
ス
高
速
鉄
道
計
画
な
ど
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
国
民
に
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
政
策
や
問
題
へ
の
質
問
に
対
し

て
、
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
各
質
問
に
丁
寧
に
回
答
し

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
国
民
に
通
知
さ
れ

れ
ば
、
質
問
者
だ
け
で
な
く
同
様
の
関

心
を
も
つ
多
く
の
人
に
も
政
府
の
政
策

や
対
応
を
周
知
で
き
る
。

　

一
方
で
回
答
は
第
三
回
国
会
終
了
か

ら
約
四
カ
月
後
の
掲
載
で
あ
り
対
応
と

し
て
は
遅
か
っ
た
。
そ
こ
で
国
会
事
務

局
は
改
善
策
と
し
て
、
第
七
期
第
七
回

国
会（
二
〇
一
四
年
七
月
五
～
二
五
日
）

か
ら
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
質
問
を
受
け
た

政
府
機
関
を
召
喚
し
、
会
期
中
に
記
者

会
見
を
実
施
し
回
答
を
行
う
よ
う
に
し

た
の
で
あ
る
。
国
会
事
務
局
が
記
者
会

見
を
設
定
し
わ
ざ
わ
ざ
国
会
の
場
で
開

催
し
て
い
る
こ
と
は
、
国
会
が
国
民
の

代
表
と
し
て
、
国
家
機
関
と
国
民
の
間

に
立
ち
問
題
解
決
の
媒
介
機
能
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
表
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
第
七
回
国
会
で
は
会
期
中

に
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
五
二
四
件

の
電
話
が
あ
っ
た（V

ientiane T
im

es, 
A

ugust 1, 2014

）。
記
者
会
見
は
『
人

民
代
表
』
で
確
認
で
き
る
だ
け
で
六
回

行
わ
れ
、
各
省
庁
か
ら
の
代
表
が
国
民

の
質
問
に
詳
細
に
回
答
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
回
答
に
数
カ
月
要
し
て
い
た
こ
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と
を
考
え
れ
ば
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

会
見
の
内
容
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、新
聞

で
も
報
道
さ
れ
る
た
め
国
民
は
す
ぐ
に

質
問
へ
の
回
答
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
か
ら
、
国
民
が
意
見
や
不
満
を

伝
達
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
機
能
と
し
て
始

ま
っ
た
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
、
徐
々
に
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
機
能
を
備
え
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
国
会
が
国
民
と

政
府
の
間
の
媒
介
と
な
り
、
新
聞
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
質
問
の
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
幅
広

く
国
民
に
問
題
と
そ
れ
に
対
す
る
政
府

の
回
答
を
周
知
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

●
請
願
解
決
法
の
制
定
と
不
服
申

立
て
過
程

　

二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
国
会
で
請
願

解
決
法
が
可
決
さ
れ
た
。
同
法
に
よ
る

と
、
一
八
歳
以
上
の
市
民
や
組
織
は
法

律
や
規
則
に
違
反
し
、
国
家
や
集
団
の

利
害
ま
た
は
自
身
の
権
利
と
利
益
に
抵

触
す
る
と
考
え
ら
れ
る
個
人
や
組
織
の

行
動
・
決
定
に
つ
い
て
、
問
題
解
決
を

要
請
す
る
請
願
書
を
関
係
機
関
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
請
願
書
に
は
、

⑴
国
家
行
政
機
関
に
提
出
す
る
要
望
書
、

⑵
捜
査
機
関
、
検
察
院
ま
た
は
裁
判
所

に
提
出
す
る
提
訴
状
、
⑶
国
会
に
提
出

す
る
不
服
申
立
て
書
の
三
種
類
あ
る
。

⑴
は
行
政
機
関
に
対
し
て
行
政
に
か
か

わ
る
事
案
を
解
決
す
る
よ
う
要
請
す
る

こ
と
、
⑵
は
民
事
／
刑
事
訴
訟
法
に
沿

っ
て
法
的
審
理
に
よ
る
問
題
解
決
を
要

請
す
る
こ
と
、
そ
し
て
⑶
は
、
国
家
行

政
機
関
ま
た
は
検
察
院
や
裁
判
所
の
決

定
が
公
正
で
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に

国
会
に
対
し
て
不
服
を
申
立
て
る
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
国
会
は
国
民
の
不
満

を
解
決
す
る
最
終
機
関
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る

　

不
服
申
立
過
程
は
以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
不
服
申
立
人
は
各
県
に
設

置
さ
れ
て
い
る
国
会
事
務
所
に
書
面
や

口
頭
で
不
服
を
申
立
て
る
。
ま
た
不
服

申
立
て
は
、
議
員
が
村
々
を
訪
問
し
た

際
に
も
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
国
会
事
務

所
や
各
県
の
議
員
団
（
各
選
挙
区
選
出

の
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
ラ
オ
ス

は
各
県
＝
選
挙
区
と
な
っ
て
い
る
）
が

審
議
し
、
行
政
や
司
法
の
決
定
を
支
持

す
る
か
、
ま
た
は
審
議
や
り
直
し
を
決

定
す
る
。
た
だ
し
内
容
に
よ
り
地
方
国

会
事
務
所
職
員
や
選
挙
区
常
任
議
員
が

そ
の
場
で
対
応
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
解
決
が
容
易
で
な
い
問
題
は
県
に

設
置
さ
れ
て
い
る
法
律
遵
守
委
員
会
に

送
ら
れ
る
。
法
律
遵
守
委
員
会
と
は
行

政
や
司
法
機
関
、
国
会
議
員
な
ど
か
ら

構
成
さ
れ
、
県
内
の
各
機
関
が
憲
法
や

法
律
を
遵
守
し
て
い
る
か
監
督
す
る
と

と
も
に
、
住
民
の
不
服
申
立
て
や
訴
え

を
審
議
す
る
組
織
で
あ
る
。
ま
た
不
服

申
立
て
が
妥
当
で
あ
り
、
教
育
問
題
や

保
健
・
衛
生
問
題
な
ど
対
応
す
べ
き
行

政
機
関
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
該
当
す

る
機
関
に
問
題
解
決
を
要
請
す
る
。
そ

し
て
審
議
結
果
や
回
答
は
国
会
議
員
団

を
通
じ
て
不
服
申
立
人
に
通
達
す
る
。

不
服
申
立
人
は
決
定
に
不
満
で
あ
れ
ば

国
会
常
務
委
員
会
に
再
度
不
服
申
立
て

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
第
一
五
選
挙
区
チ
ャ
ン
パ

ー
サ
ッ
ク
県
国
会
議
員
団
で
は
、
二
〇

一
二
／
一
三
年
度
（
ラ
オ
ス
の
財
政
年

度
は
一
〇
月
～
翌
年
九
月
）
に
八
五
件

の
不
服
申
立
書
を
受
理
し
た
。
そ
の
う

ち
司
法
部
門
へ
の
不
服
申
立
て
が
四
二

件
、
行
政
部
門
に
対
す
る
も
の
が
四
三

件
あ
り
、
解
決
に
至
っ
た
三
七
件
の
う

ち
国
会
へ
の
問
題
送
付
が
八
件
、
裁
判

所
の
判
決
支
持
が
一
〇
件
、
行
政
機
関

の
決
定
支
持
が
九
件
、
裁
判
所
に
審
議

や
り
直
し
を
命
じ
た
の
が
一
〇
件
あ
っ

た
（
参
考
文
献
⑩
）。

　

国
会
で
中
心
的
に
対
応
す
る
の
は
国

会
請
願
・
国
籍
局
と
法
務
委
員
会
で
あ

る
。
国
会
が
地
方
か
ら
の
不
服
申
立
て

を
受
け
た
後
、
同
局
は
必
要
に
応
じ
て

関
係
各
機
関
と
連
携
し
追
加
の
情
報
を

加
え
、
申
立
て
や
証
拠
な
ど
を
審
議
す

る
。
そ
し
て
裁
判
所
の
判
決
支
持
／
不

支
持
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
法
務
委
員

会
が
最
終
承
認
を
行
う
。
支
持
の
場
合

は
国
会
常
務
委
員
会
名
義
で
同
意
書
を

司
法
省
と
裁
判
所
に
公
布
し
、
判
決
の

執
行
を
求
め
る
。
不
支
持
に
よ
る
審
議

見
直
し
の
場
合
も
同
様
に
、
国
会
常
務

委
員
会
名
義
で
検
察
院
に
対
し
て
同
意

書
を
公
布
し
捜
査
の
や
り
直
し
を
求
め

る
。

　

一
方
行
政
問
題
に
つ
い
て
は
、
経
済

問
題
は
国
会
の
経
済
・
計
画
・
財
政
委

員
会
に
、
文
化
・
社
会
問
題
は
文
化
・

社
会
委
員
会
で
審
議
、
最
終
決
定
が
行

わ
れ
、
結
果
に
つ
い
て
は
同
様
に
国
会

常
務
委
員
会
名
義
の
同
意
書
が
公
布
さ

れ
る
。

　

以
上
の
不
服
申
立
て
過
程
か
ら
は
、

国
会
や
国
会
議
員
が
具
体
的
な
解
決
策

を
示
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
央
と
地

方
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
で
国
民
の
不
満
に

直
接
応
答
す
る
と
と
も
に
、
行
政
と
司

法
機
関
の
権
力
の
逸
脱
や
不
正
を
監
督

し
、
国
民
と
両
機
関
の
間
に
入
り
問
題

解
決
の
媒
介
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
国
会
は
国
民
に

直
接
応
答
す
る
「
垂
直
的
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ
」、
行
政
と
司
法
機
関
に
対

す
る
「
水
平
的
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ

ィ
」、
そ
し
て
国
民
と
両
機
関
の
間
の

媒
介
と
し
て
「
代
理
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
」
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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●
お
わ
り
に

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
不
服
申
立
制
度
は

二
〇
〇
六
年
か
ら
徐
々
に
機
能
し
始
め
、

今
で
は
国
会
が
国
民
の
意
見
や
不
満
へ

の
対
応
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
な
国
会
の
変
化
を
「
民
主
化

の
鼓
動
」
と
肯
定
的
に
と
ら
え
る
研
究

者
も
い
る
（
参
考
文
献
⑤
）。

　

し
か
し
近
年
の
比
較
政
治
学
で
は
、

政
党
、
議
会
、
選
挙
な
ど
の
民
主
的
制

度
が
独
裁
（
権
威
主
義
）
体
制
の
持
続

に
寄
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
必
ず
し
も
政
治
制
度
改
革
と

民
主
化
を
結
び
つ
け
て
い
な
い
。
ま
た

ラ
オ
ス
に
お
け
る
政
治
制
度
改
革
も
当

初
か
ら
体
制
維
持
を
目
的
と
し
て
始
ま

っ
た
。
ラ
オ
ス
の
政
治
改
革
の
始
ま
り

と
さ
れ
る
一
九
九
一
年
の
第
五
回
党
大

会
で
カ
イ
ソ
ー
ン
党
書
記
長
（
当
時
）

は
、
政
治
改
革
は
政
治
体
制
の
転
換
で

は
な
く
、
国
家
機
関
の
作
業
様
式
の
改

善
と
権
威
の
向
上
だ
と
明
確
に
述
べ
て

い
る
（
参
考
文
献
⑧
）。
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
党
の
姿
勢
は
現
在
で
も
変
わ
っ

て
い
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
近
年
の

国
会
の
変
化
は
「
民
主
化
」
で
は
な
く

体
制
維
持
の
観
点
か
ら
と
ら
え
る
べ
き

だ
ろ
う
。

　

ラ
オ
ス
の
国
会
を
み
る
と
、
国
民
の

意
見
や
不
満
が
国
会
に
集
中
す
る
よ
う

な
制
度
が
構
築
さ
れ
、
国
会
が
多
様
な

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
機
能
を
通
じ
て
、

国
民
に
何
ら
か
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
提

供
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
国
民
が
納
得
す
る
結
果
と

な
ら
な
い
場
合
も
多
い
。
し
か
し
国
民

の
意
見
や
要
望
に
順
応
的
に
反
応
し
か

つ
応
答
す
る
か
ぎ
り
、
少
な
く
と
も
国

民
の
不
満
が
反
体
制
活
動
の
よ
う
に
制

度
外
に
表
出
す
る
可
能
性
は
低
く
な
ろ

う
。
二
つ
の
制
度
が
今
後
も
長
期
的
に

国
民
の
不
満
を
緩
和
す
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
が
、
現
時
点
で
は
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
と
不
服
申
立
制
度
に
よ
り
、
国
民
の

不
満
は
人
民
革
命
党
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
範
囲
内
に
抑
え
ら
れ
、
党
の
正
当
性

は
保
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
や
ま
だ　

の
り
ひ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

在
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
海
外
調

査
員
）
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